
 記載のデータは、当社の試験方法による実測値であり、規格値ではありません。ご使用に際しては、貴社使用条件に適合するかを

必ずご確認願います。なお、本文中の用途はいかなる特許に抵触しないことを保証するものではありません。 

 製品改良のため、予告なく内容を変更することがあります。 

 製品使用の際は、必ず事前に安全データシート（ＳＤＳ）をご一読願います。 

ＵＶインキ 

 ＵＶ １７１ シリーズ 
 

“ＵＶ １７１”シリーズは、東レ水なし平版用のＵＶオフセットインキです。 

 

■ 特 徴 

 インキが軟調であり、着肉性、転移性が良く、光沢に優れている。 

 乾燥能力が高く、機上安定性に優れている。 

 

■ 一般性状 

インキタイプ 用途 タック 
CTI  

（版面地汚れ温度） 

ＵＶ １７１ 各色 Ｈ ラベル・カード印刷 ９.５～１０.０ ２８～３２℃ 

ＵＶ １７１ ＣＴ－ＬＥＤ プロセス 省電力紙用印刷 ７.０～７.５ ２６～３０℃ 

※タック値： インコメーター(水温 38℃，400rpm，1分後の値) 

※タック値は基本設定であり、一部異なる色もございます。 

※CT-LED タイプの設定色の詳細は、弊社営業にご確認ください。 

 

■ 基準色及び耐性 

 

品     名 
耐光性 

耐熱性 耐石鹸性 耐溶剤性 
（濃色） （淡色） 

黄 ４ ３ ４ ５ ５ 

紅  ４～５*  ３* ４ ２ ４ 

藍 ８ ７ ５ ５ ５ 

墨 ７ ４ ５ ２ ２ 

NT墨 ７～８ ７ ５ ５ ５ 

白 ８ ７ ５ ５ ５ 

メジウム ８ ― ５ ５ ５ 

金赤  ３*  ２* ４ １ ３ 

ピンク☆  ４*  ２* ２ １ ２ 

グリーン ８ ７～８ ５ ５ ３ 

紫☆  ４*  ２* ２ １ ２ 

耐光性紅 ５～６ ３～４ ５ ５ ５ 

耐光性金赤 ４～５ ３ ４ ３ ４ 

超耐光性黄 ６～７ ５～６ ５ ５ ５ 

超耐光紅 ６～７ ５～６ ５ ５ ５ 

超耐光性金赤 ６～７ ５～６ ５ ５ ５ 

耐性紫 ７～８ ７ ５ ５ ５ 

SRローズ ８ ７ ５ ５ ５ 

☆ 水(結露を含む)のかかる環境で、マイグレーションを起すことがあります。 

 ※ 水に濡れた状態では、耐光性が極端に悪くなります。 

 評価：耐光性 ８(優)⇔１(劣)、その他：５（優）⇔１（劣） 
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【試験方法】 

耐光性  ： 印刷物をフェードメーターにて照射試験し、暴露時間と変褪色の程度により強度を８段階に分級。 

希釈しない濃度とメジウムで５倍に希釈した淡色を試験する。 

耐熱性  ： 印刷物を150℃の熱風循環式乾燥機中で10分間加熱し、変褪色の程度により強度を５段階に分級。 

耐石鹸性： 印刷物を１０％の石鹸ゲルに２０～２５℃で１時間付着し、変褪色の程度および石鹸ゲルへの 

ブリードの程度により強度を５段階に分級。 

耐溶剤性： 印刷物をトルエンとアセトンの1:1混合液に20～25で24時間浸し、変褪色および混合液への 

ブリードの程度により強度を５段階に分級。 

 

 

■ 使用上の注意 

 版材は東レ水なし平版を使用、版面の洗浄は弊社のＵＶプレート洗浄液、ロールの洗浄はＵＶ  

ローラー洗浄液Ｆを使用して下さい。また、インキの粘稠度を下げる場合、“ＵＶ ＤＧ レジウサー”

を０～５％の範囲内でご使用ください。 

 機上でのインキのしまりと膨潤を防止するため、ウレタン樹脂型ロールを使用してください。 

 版面への付けローラーのニップ幅は軽めに設定して下さい。（仕上げ付けローラーのニップ幅が 

大きいと汚れやすくなります。） 

 印刷に際して版面温度の調整が必要です。ＣＴＩを目安として、版面温度を保つように冷却水で  

コントロールして下さい。 

 密着性・後加工適性や耐摩擦性等の印刷物製品の必要物性については予め予備試験を行って 

適性をご確認ください。 

 非吸収原反へ印刷した印刷物が屋外もしくは水（結露を含む）のかかる環境に置かれた場合、  

接着力が低下して爪などによって簡単に剥がれることがありますので、ご確認願います。 

 通常墨は耐性の弱いアルカリブルートナーを使用しています。ＰＰ貼りなどの後加工を行う場合や

レトルト加工等の印刷物製品の必要物性は、必ず事前に適性をご確認ください。状況によっては、

NT墨(ノントナータイプ)の使用もご検討ください。 

 目に入った場合には、直ちに多量の水で 15 分間以上洗い流し、眼科医の手当を受けて下さい。皮

膚に付着した場合には、汚染された衣服や靴等の汚れを落としたのち、付着部または接触部を石

鹸水で洗浄し、多量の水を用いて洗い流して下さい。もし皮膚に炎症やかゆみを生じた場合は、直

ちに医師の手当を受けて下さい。 

 インキ取り扱い時は火気に注意し、作業場は換気を十分に行い、紫外線や直射日光を避けて   

取り扱って下さい。吸い込んだり、目、皮膚及び衣類に触れたりしないように適切な保護具を着用

願います。人体に影響がないよう考慮して設計しておりますが、皮膚・衣類等にインキが付着した 

まま長時間放置いたしますと、人によってカブレを生じる場合がありますので、作業衣等に付着  

した場合は、直ちにその汚れを落とし着替えて、汚れ部分が長時間接触することを避けて下さい。

取り扱い後は手洗いとうがいを十分に行って下さい。 

 ご使用に際しては、安全データシート(SDS)を参照願います。 
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